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球技大会では、生徒た 少年の主張大会

ちのたくましさを感じま 10 日（金）の５・６校時を使い、少年の主張

した。 大会を開きます。各学級大会、学年大会などを

２日の木曜日はこの時期には珍しい強風のた 経て選ばれた学年代表が、全校生徒の前で主張

め、午前中のみの実施とし、午後の部は次の日 を繰り広げ、校内代表４名を決定します。

に延期しました。 ‘今時の中学生’が考えている

強風の中、生徒たちは友 ことに心を動かされること、請け

達にアドバイスし、励まし 合いです。

合いながら喜々としてボー 是非、ご来校ください。

ルを追いかけていました。 ５月末から、６月末まで、

さらに、自然（風）に不満や言い訳をするわけ 人権集中学習期間です。

でもなく、風と対話していると感じるほど、上 生徒たちはいろいろな取

手に競技を続けていました。そうした姿に感心 組をしています。次号以降で機会を見て紹介し

し、たくましさを感じた次第です。 たいと考えています。球技大会もその一環です。

また、強風の中にもかかわらず、本気で取り 左に記したように、他者のことを考え、自他を

組んでいた結果と思いますが、たった半日でチ 大切にする姿が見えました。そうした意味で行

ームとしてまとまり、バレーボールがうまくな 事として成功です。

っていく姿が見られました。 ところで、自分が人権を主

金曜日の朝には体育委員の他、いくつかの部 張し使うときには、あたりま

活動の選手も手伝い、すばやく準備が行われま えのことですが責任をともないます。他者の権

した。おかげで続きの競技がつつがなく行われ 利を尊重する責任、社会で人権を守るために市

ました。こうした姿にもたくましさを感じまし 民が互いに支え合い、連帯する責任があります。

た。 自分の権利及び自由を主張し行使するにあたっ

初日には、強風にもかかわ ては、守るべき必要最低限の制限があります。

らず、ざっと 30 名ほどの保護 人権は、無責任な自己主張や、人権と人の自由

者の方の応援がありました。 を否定してしまうような目的のために使われて

２日目は、突然の変更であったにもかかわらず、 はならないのです。（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センタ

10 名近くの参観がありました。大変ありがとう ーのホームページより 一部改）

ございます。 つまり、「自分の大切さと

中学生になると、「来なくていい ともに他の人の大切さを認め

よ。」などという生徒も増えます ること」が必要なのです。

が、照れ隠しの場合も多いようで ある先生と話していたときにこんな言葉があ

す。また、本音であっても、「あ りました。「係や掃除などの仕事をみんなが当

なたの気持ちはわかったわ。でも たり前にしているクラスは、みんなが気持ちよ

私は学校の様子が見たいのよ。」 く過ごせる。」まずは自分のするべきことをす

という親の気持ちを伝えればいいと思います。 る、義務を果たしていくこと、そのことが実は

是非、いろんな機会に西中に来て子どもたちを 互いを尊重する第一歩だと感じます。これも広

応援してください。 義の人権ですね。

目指す生徒像：「自ら学び自ら考える生徒 心豊かで思いやりのある生徒 健康でたくましい生徒」
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